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現代中国における刑罰政京の発民と変革

現代中国における刑罰政策の発展と変革

現代社会において犯罪現象に対抗する「段は多緑化しているが、刑罰はやは

り犯採に対抗する最も上要な手段であるとされ、 111界件国はなお針iJ罰を中心と

した強制子段の体系により犯罪を判JIi・予防している。そのため、羽柱、広誕

の刑事政策観が土品しを出めてはし、るが、い「れにせよ、刑事政策の核心は刑罰

政策である。この点は'1'阿においては極めて顕昔である付新'1'r司の刑事政策は
犯罪と刑罰を中心として民聞きれ亡きたものであり、刑事政策概念は通常、狭

誌で用いられてきたーすなわち、刑事政策を j~ÿrに罰を加え、人民をlq:設する

刑法政策 (pulitiquepenale) ・策略とみなし、あるいは犯罪問題の処朗、犯罪

者の処.~における執政党および阿の具体的政策措置と阿視してきたc しかして、

これらの貝休的な政策拾慣の多くは、対iJ出の運刷をそのヱな内科とする{例え

ば、 rlNHTJ、「内状宇れば寛大に、抵抗tればより加えしく」、「できるだけ身柄

を拘束せず、できるだけ死刑にしないJ [世捕、少殺]などであるわ建国伶60

年近くの歳月が経ち、'1'r司干十会のポールシフト的な変化に伴い、'1'同町刑罰政
策もうと灰と変革を遂げてきたわ以卜では、その3つの段階を裂がJするつ

建国 (1949年)-1970年代末，依るべき法か、ない」から

「依るべき法がある」へ

中国Jl:iや党は一貫して刑事政策の策定と執れをm視している j 帯l民よ上義革

命期というよいい時点において、共産党の指導寸る草命根拠地では、例えば鈷圧

と寛大を結びつけ、 4犯と脅従犯〔脅迫きれて犯埠に参加したず「を意味し、 Jt

犯の11!とされている〕とを|メ別する、死刑凶以外の犯罪者にはj品化主義を採り、

強制労働を通じて犯罪者を教育 感化改造する、肉刑を駈止L、犯罪者に対

する人道に惇るあらゆる処遇を祭11するなとの 連の打1)事政策が定められた。

法伴が十分に整備されていなかった当時において、政策は法律のj，存物となり、

政策と法律が混同され、党が定めた 連の政策は司法活動の直接的な根拠と

なった口例えば毛沢点が「政策についてJ [[論政策]。邦訳と Lて毛i畢京選集

刊行会副(. ~ ~fl:T東選集(治 5 巻) (ご 書房、 1956年)157頁以卜がある〕で

提起したlぇスパイ[量的責干]政策は、当時、共同犯罪における従犯および付従犯

の処罰、ならびに刑事訴訟における剖拠収集 採用原則の組定の根拠となった。
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19，10イ12 !Jにl↓J共i→J片が発した 1l!J伝説グ¥云{r::書の蒋烹および桜取メのμj法

υ主日IjをVJfjとすることに'"する ;ょ， ;1、悼の代替物乞 Lての成ノ永のllhmをよ

i} (ニつされと ð"gK) 、 l 人民(7)司法主主務はもはやトcJ h' えの J、行、全量:ル浪f~1 と γ る

ニ1てはできず、 ヘi乏のお7じいiH十ιをイ艮拠YしなれiJ7d=~:\なし U 人民のえじLぃ

法Fすが兵統的L二発かされるまでは、失o涜ク)政府Jすよぴ人kD:t!可と人民解放J中

がづじに活イ1; した子千種 (l)~抑制、 ~'1、 12.、命令、条炉何J、い決赴f議Aを担桜{j拠4 と寸べ主乙C'あ Z(

汀「ジ〉人l川己ぴCの)1'討1

1桝松i領罰、法伴、命令、条例、抗議Jこ規定されている場合は、相i1布、法律、命令、

条問、{九五円fJ:.だに J るい i 者Û'~月、氏律、命令、条f丈 ;丸王l二規定され亡いを， ， 

r品台は、お氏 ii.義のは最"こ従う」とじた

'1'華人民共~{l伺成すの料品:j 1 ;おv'ては、特定の歴史的灸it:号制約さ札、刑事

法制jq)日?では、 lぇ:8命処出条例、こ~;.;f1J ---'----慌ノ;;c処罰条例 [ig;古 f~待条例J などの

粧7J:j~I)特別刑事法のほか、 f七f、 l 心な!川4J: i1、具はなか Y たご斗 8-ij、 I;'j手平什のfL

理は王仁刑事政策r台、拠しており、政府は.jr主税芯、かな什の起}土rお:，'-(刑

事U、のft昔物の役割を担コてしこの時期の荒木的f:J字以策は、 Z の」、j払号

おいてであろうが、まえ:そり l人17干によれ"\.-であろうが、し、 9~ iL ~)攻防 J 形成さ

れた「狽!Jと寛大を結びつける J政策を乏け継"でし 2たし r;'寸']'，命説→Ul~.i'#~勃 J 、， /7， 

革命粛清運動」、 反ムー夜J などの 辿の大規模な i、家活動 およ υ山本~L~;zC')安

定の緋み、 lは惟j~f己、 lrr\38 ・犯:~者のし克73などの実践的、可動の j夜明に除して、

十:;!zf.f!:虫，t~ 之、 l↓ J 凶共百?党;立戦争時代に抗起した医 ~:I v)TIl~々 ・帝時をさら;依ぷfと

するここもに 割lたな情勢;こhレピてi世rc刻韮を!JCえたu 持活年9丹、中1";;'.併
叱抗8回主1+代表大久ーは次のようにmi詰ヲる ヲなわち、汁会主花体制はすで
i耳本的に才丁ら立ザリ札、 :'%11刊のLな:子眉;主 9でi フロレタ)ア トjてブ

ルジゴ γ ンーのノイ.1丙では争\、む済・文化ク)弓1京なす;展三 v う人民ク)~~求と、

~-jTのところ帯主治・ぇイヒが人民0)要;j(を満たすことがず九な'.'という j犬況の問

の升屑であみ 全河人j勺の羊なF務J正、 jJ全集めて汁2ーとの11:，;主力手首JIさせ、

医の 1菜Jヒを':;t:J:尾L、人;之内FIj:~r) しに高士;;， 1芳賀川:il fこの iZ~;'J、を徐々 lI蒋 fーし

ていくことである ハこのJうにすごに交fとした情勢。)1では、 r-~f!!J~ I とい

与のは明らかに守勢に台わず、調整マれ点、情勢の光D'tにお乳する持lじいil1j寸1

rJl;ヨ共薄?止Ms山代表7て公 l政;Yi-'(長 に|叫する決議一(1956イ:-9 ).J 2711採ィlく
方ミド1
e~ "，'C' 

~lìJ、 S8i;;'29~)24G6



現代'-[1:TIにおけと巾IJ0J政院の経民J変革

政策を Jだめなければな人なっ、った。

次;二、;芯n記閣から見れば、 i{'頁I:l一三露J、のす117白」政策;よ¥:::叫革命ii:jjtノT

fに迎)tl 洩れてい~刀、 19町、~(1の3大改造 (tt染、 r，諜:および資ぶよ為的 l
同業のえよi";~義初改造)の耳 4~~ 1'ヴ完成殺は、 1--z W，台分了一以外の犯罪寺も刑事政

府の重}i! と対象となったこふこで弓ヨ56l， 9 りの中英治 8 日/-i"出六去の孜、 :~'R;Ij 

c 初めご公式{こ 懲弐と定大〆争え古びつける J 此抗告J;tノド iJ'J il.1j事政策と }~j-ノとす

るとどもに、反革命夕日出守合計各組~lrJH(-: 越同するこ三どしえ\まさにある川色

村が指tif:;-:Jる上うに、「鎮圧と畦人の結合から時三¥U二畦人の結合ヘば、政t2副

"[1 のう夜~，行から j日'J*日(;芝への転泌こいう/口廿スを経た:::':

l懲罰と立J、宇治びつける」政能からは、手〈のR廿lヲな政波が京生した}

日いま、「でさるl.:'Lj.Cdr0をjt.""寸rj:.-，f'、でさる t!"Lt死刑にしな1.，'J、「死刑vーし

てもしなく炉、よい巧:二死オIJ(こしない、身柄を花束してもしな〈ともよいおは

身柄を拘来しなt' J 、 I--~状すれば買ったに、」ょU;Iょすればぶ i: I~'川〆く J 、 fdf去の品

ちを下立の戒めとし、街を治して、人を紋へ」、 l少数をれち、多数、会.jUミl主み、

9) i') Htl L、ヨiζ;ーる」な〉の政策、さ円¥.:~止、:)~~が7主h1i'で、殺さなけ *uX去の

'}-j りを鎮めることができない い与わけでは士~ 1~' に「死刑を吉波 L 、つ年生

延ばしにし、労尚を怯閉しにそrJ;磁を製疑寸る J グ)lt~ 議 l' .わゆる化'I'Jの功、

行投足i!jli!主]、犯罪省の労働改1査に問すゐ后jト吾を守える、 l改造端 、生詮

市二」な〉の 遣のノ日~::ìよぴ政策である 珪Fりす持!のい制限がズく飽全なィん祉

におい平、二れ lコグ)具 íi:Rlj f.f!:~々は L↓i 凶(7) -1ト:J-*-同氏活動にお L で主量的役目を月き

た L たコ芯 IrG初出j 、 }fli~;ょ L\:::ð~;裁の j{; ?~、と Lζ 川'.ミられた 色沢民にか柊心と

r i;S地1.世代の指導部においては、将か(::祈 ~l-!:- 成、 r 初期に法制度形成の殺さ

があっ汗が、金利、均;;之、 υ、おぶ (}j自iJ、:1を日んじてお i]、;giJ、・犯垢の対処
lこっ".て[土、法í~'ではなく、そのほとんどが政府に依拠してし i た

1966年 5丹、「丈イ〆大平合」が始まり、 i:fl(/) ;~ ;~，l、注が'fr'_惨に踏みにじられ、

ひとく似iJjえれて、大量の元ん社 でっち 1-;ゃ 誤:'!ji;'!:λ出され、多くの1l:..:.
-'1.'が続々な刑罰U':処せられ介。絞討によればーメ~-q'i:中 v こ判決が首し 'i霞された以苧

1"事介にお L、七、えんヨド 3丸山C)l七平l土 般的に，10%削後ゐり、 をSflJu"x '-c-は

(-i(ト"(()%に達じたこの数の多戸、 I1吋お)山手 市1l月さの .:lノ仁ミltiて斗]主主斗前

涼民主 'mJ手法治相野1::3SJTlJ事政策」何千1臣、 I[I[+:JE事政策検討
杭察d_1版社、ヲ{)似年) .l?，(，l頁}

二日社52己主}.:.)24ι5
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2?re検事・栽"リ所持i械が放すーされ、 iflI事

事件、特にμ1止命ナイ斗のいわゆる l裁判」は、 ij、:二依拠したものであるとは全

くいえず、是非をひ 1 くi}j12， !ハ白黒・ ;tUj; ~ìで手 ζ ちだ {JLぜ("~-し、え"，-，#1\-少 '1 み

rH L t~ベ当川、注ヨ以降九均してき丈一 ;~1Jj長的な7刊事政花も士山 e 元民きれ、は

文章期にlzのものであコた"

なはだしさに主うては、人足を迫:守する道具とされた。文革の 10 イI-.:~;はった長の

えん界・ご.，ちしげま~~干11 を残しただけとは~く 人間併の FJlil、た会辺智rコ

h位、 ;):1羊に対7 ゐ公夕、の{毎誌も/戊C_i. 。そしてこのこどは、その阪のl日7Bijー

から1白まる犯罪グ】己 クと lおく問符がなし";bけでは在い

丈半終!$f;主、 '1'共!火υ).1行/;ミ 7汗孝<7) 、えん当ドー~，っち げ阻 E~'!:lIJ の jlト!判

ff :M;; :.1¥;1=(勤が令両iヲに以降三わた"寸時に λ--='-ヰの とし冶

可部 ti，，~まで残る乙些の教訓会ン及λ~ï'{ :)、積陸自〉に各位法律を制IA~ 1.: -1979 

苧7月1円、第5叫ん巨人人第 2Fil会議は抗訟を採択し、 i司法は198r1t;::1 F~ 1 

Eカら刊行されたl 司'u、，~慾 21 と寛大を結びりける J の平、本γ)1::1手政策とし

(の :~Jif，:( {r r~l 惟ぷ L 、 1 条 ~r- 中最人民共有 i 長 j刑誌は、マ Iレタス aν ーニン王

花、 Gi尺点思想をf主主!と L、::;:(U、をINAとし、懲罰円」kを結びつける政論v号

長づいて ;Idj司之されえ:もりである l とうiめるじ~この改定は卜j法で +-'Tt:二九体

;じされ 1いる ，，:1 え;工 l--Æ~:こは恥しいが1!1~ ，jIA は完丈にする、ヰ'~ ðl~には凶しし川ミ

lJ首した長;よ斑y、にすゐ、公{奇主犯罪;こは欣~-' ~ ，治宝少年JIliよ定ノベにする、執行

和子、似末R..!J:z、 ilojd:ーな〉じ1)制1;[のj主用、タロjJ-執行延期を行川市;ほと LてHIJiJ、で

条文1じ‘明確:じした、な)プである" ，州市j法は1C)?， /)呆しかなく、 Lキも市，J]¥Ie 

町(})主 l 会汗去のために陥紋闘争的色彩をさ~， i;! く帯びていることはでよめな d とが、

その公/1;• !;{fif-'f(→は事正中|来的歴史において 日塚の車交があり、 itJ1え30イ1'-(→

じて、中国の刑IJtr i人出はついh守、ふべきv、があふよ)Iなリ、兵つよ与な症を;t、
み始めたc

江主主刀、河則♀何人大(全司人民ftまフ究会JCJ、2回全自宅で行ヮた:-~1三同人

弐叫同工It報告最，'，'::-;人え裁*IJJV~7γ均年全戸j へたけJ う i ，~-Î助字社告 J U9'l9年 G

! ~ 271 :言:11当

)(、"1"巾に会何でflJ宇手件120万件余 :i¥ニ判決が三いi置さjしご ム9i)lj':f-末ま

でに、半目的各11t官一附1J、円調fi.i，よリlJ，犬を改めたえん罪・でう巧上;ア.~~1 ':':1 

11件はず:}30}jlOOO件、関係する斗宇者i土立ノJf:iiJOo1'1余:')~こトる J

~lìJ、 S8i;;'290 .1 24G全



現代'-[1:TIにおけと巾IJ0J政院の経民J変革

2 1980年代からお世紀末:主旋律は 「厳打」

1 D7()'(j'-itフドから8u，r;'-ftf:!]泊までの|山、改京 間伐の絶え WJない込股に1:い、

問的L守な中国社会がPfU7:され、必ずん的な十一会i注江主がまb態{こし、分化さ1してしけ?

干;I~ 丘立がF びまとまってきたため、嫌々な t::~(; 、古!三本的ヂ J両か;7~fL J，ハi'1:ru:':iij:i.子

が E 々 :e、化し、重大 i[、質l'斗刀、相主、に牛じた i刊えば19i-9年の η好 i?hl~~"jf件、

1081 ijに北示のj己fji)公|草で起きト広、y:!1集可強議事叶、]ヨメi"i-:渚除で起き行
土による託った銃器:よる目:市 殺人事1'1など1 ，乙う~/勺対日グ)下ご、

1983 ~ド s )1 、 '1'共託，.刑事jl_~2J~出動に殺しく打撃を刷えることは可。る 1;;'

)巳J 奇 fti 、辻、 l より I--~-! く述\」可i:IJ:-:J Tr ，Jt: ，~懲 ιけ Jめる方討会的献した}

108311-. 9日、全何人大世交会 L笠務委員会jは「重大千十会治火事犯を依 Lノ懲

らしの 1，;)こ炉に刻する決定 iおよび「社会治安にII[ノrしき fl~:;J，を及ぼ，m罪?守

山裁十Iを品川にi'iうj続;二関する決;J-':'_J をよ毛沢〆たハ F ス:..--c全1"1与;111，日間中
犯罪活劫f 慨し Oj 出 ;~1Jrえる時争がん々的仁 !J( 問去れた

市 1 、文民打に上り、行会治安は短正j聞で急己主に"f転 l~ r~" 統計\，:ぷ ZJ シ、出文

十JHÜ{-をの ::8 ラ刀をパ較すると、ヤ匝の刑事専門誌う;Lf-fc:， i35<~)% 減少した，_ ID85 

苧のす、司 l紋 ~， :;:A.2JJ件、 1))人あたりの中件沿牛干しま;-;.2G"C"あり、 1981午の i

万JJ"の名官、 1982年グノ 万>"j'Cつ7.4、l日お年の 万分の Gよりも明らかに波1，[..'1〆

F 
~の

しキ L 、 I~J もなくりパウー/ドJ見象が止じ、 1988"[ こで司の裁判明が::;;，::l.平した

殺人Tト件:ょ前年比古 i出士官、強 ;~tt;トi牛:ょ 4:-L1%増、l[U、初，;f:tiH斗iょ6:-1.8?f，間℃

あったへ犯~r号本か出本半タ縫持し、刑事事件殺か政治している刀、ィ兄 l → i巨:白Iυ 、

lH96年 J つげJl年には需フ ;:J.~、第日次的全国泊な長一打i~:?古河争を民間し/~Ut::l古;

とは総体的な予;士‘「方iIを意味するノーこの民、また冬治的犯罪状況l応じて、

持だのJI2~J言を対象と，た厳打関与を続 1) 返し/医院したu 例えば1990年 1 月に 19

の省 .rtで展開L工 「溢いはぎ」撲滅闘与、:D~) :í 't"-¥各地の警察が)#1*し手フ台む

の厳守了、および 欽辺ぺJ政 j、 jこ方行動J、「南海1.致 l、「水制1，封~J などの JJfJ，

l 民 r，:'J 人三七J、ド:、工Y~ 'ÍlUラ.1 (治GftJ J会 r-{~1 人丈ど~4討会談、辺部年 4月s口j
f三1'"
子口

い 「校前九戸川、陀L.1乍;I!告」ぱ17却J'e何人ノふ(52210-"義、ム終日午 3片29:]) 
幸四日

二日社S8(仁 28:>)24ι3 ~1()8 j 
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域的な台;rilh 動、 ~OCC/ に.ri~烹、ユt示、人浄、上海、河北などのいのお・ iliか

7キに民間した付加1回lI::I税羽収古偽叉主 張 'J'él':~関投戒胡争、同年12 月に全[立:均

;二段閉じた暴 IJm撲滅|詰平なこであ。

このヌハ"三;J'';i)の 出土n の主践においと は 州1-jfî[~rJ; 上 :Filリポヲゴ、 '， CtJず

る刑事政?官の )j:û]-:j' ~)1-乍J哨 Jγはつえりと限れている。 1983イ::(7)厳引の ~1 、 "1.;:主

ぬ問は特j)lj!fihL争採れハ 11:>の犯罪の誌に爪グトi誌を引弐汁「たベ f刊えば全

何人/¥常委会「重た町三計台記事犯を収Lく管，，しめ。こ t に|唱する l'J(~~， (10おス

平日月 2刊 l土、衆和雪官、持労有罪、人身ソに貰罫などを犯した社会治安ICIII々 し

き危士を投 Lます J，~~非者を、 ')IJ法が[めるほ同列l't! 死 ~IJ までの ~IJ に込すこと

がと主る l とlJl7lこにたI これ圭℃の最l白人民主に判jりi;f;勤校台の問"主総苛「データ

からJLて 各裁判所の刑事事件;;.:埋f(は汗イ1'-1-.# Lてl.'るほか、各111'/，打完;間'1'

は、事件数のjfi え l福が~F 苫ノ〉だ (j ，，(:はなく、総口1童数における 5午幻、上の右!剥

懲役、主+J:!Ji懲役、少己中ずの， ，校数のlt:y.-: (=主主平字、) 4.)明らかに増加に亡いるハ

同えは¥;99:1午からl:h)i年まごつ)3:+1刊で、各!i¥f1J旬Tは第 1主事{t:チ243万円426

ft従番 Lており、平均 7 ると持.~-().75%噌であり、 iJ、的効力のとlじF判決の乙

法へfiはつi4h引犯人である 1 てして、に年以上町村明依役、無現終夜、守L列{七戸、

hj)I;c1]J1'Jタじ;jlJをtIむlの;__;;'1.1:人員L土全体の-40.U8出cあη た -fのうち1996

年}がし、て;よ、第三J七町子j倒杢のため、Q.五!とtl;巧iよ栴 1'r~:事1%7万2038 f' 1 を 2

理L、またに7万日4f'H:結審 j 、で才しそれ日iJ.1下比15訪日出 l'~ ， V7%J首 F あ勺 r~) 

WI懲役、タじ川 l刻、.1iìiE主HJ 化干の:J+f，'íむ 1 の言法人民はZI 万~)29:-_l人仁あり、全体

的 '13ゃ18'%、rjIJfo~t2 判完治であっ l~'~~' ::n:5次版Hfiた治|沼早ドぬまった2001

平tーは己土刑事犯罪ラヂ}:;;，j/fr;，71刊を結審L てのうち、 51:::以 の有期総~;1:、

書記期欣役、死刑の汚人員は弓 5lT913 J、であ i')、 HÎJ イ::lt15.07;/~1首であった (1)

ヰミ要 ;~-E-í)，:(山政淀むある封tl;~ニ l之、それや生み出 1 ぇ i

戸 「比両人以刊、配 1.1'，ー淑告J \_~;~ 9 t;Jh孟J+1九コベ;13ム沼会口語、ょ〈却がlミ日 :01]
場主E弓

お I :i主計j人民法伝 i件現'.1

<<，こrTU

最I'~J ノヘ弐;>1.:、抗i:f!:一世

参「召ハ

u沿J

8朗子仕上記入7主的 J:::JL-~議、 "m:' 31.1"， 11 

{きち 9B~<、ド;人 j、持 5 日 725荘、 200コ年::Jj'，;叶j

~lìJ、 S8i;;'288)24GZ



現代'-[1:TIにおけと巾IJ0J政院の経民J変革

lt初;-j'-l;， iC-":-:(I)動乱「丈草を意味するJが終Cしたば内"で"-_hり、大量の?をjJ‘

破事 e 悩主将[打~Ei拾 j了子]、殺ノ九 32、当終J2、主主連隊が沼獄を認め L お I1 、

部の貢~l&で』土亘た生質事/4:が二主主売で発[、治安刊!巳1/;'深刻てホあ:> ;九 r この

ほか、改革・間決が君、ま、 /~ifかリで、多椋な E、棋が ~:;'J に流入し、従来の佐

伯持・利主主慨を揺るが μ 、 また':-J場経済の発畏は各情戊長に発畏ク)，ム ::;~1 とつを

jl1ぷする際会をi芝七しする 方で、 tìUJ や J~;， 1ù: (ij患い、主らには仕心幻 J:，- )L~ (コ

。ーちなれや欠耐のfめに寸列立t:(;¥)に行き過ぎ?行ぬが/:二、アノ ξ ，ii、誌に陥

り、続々な古|円の矛盾が激化しごいと 犯昇率的よ昇、社会の混乱レいう威L

¥.-，情勢に占出し、また/，1ュ非対策C)リノ スが限己れているという附t![:e>Iで

lHぷ刊刊I-，!μ"川1

復L、 た取の五、心感::-'=U 1) 院すこ~: ~正、政策t又定者 2 股大討紋:の1嵩毛j通垂σの〕尽町殴[白1S:'3.t_と: 

主:打、様子丁以策グ】1:1:1:易:ュ当吋におν、てはまさにぎ号室担の九Q"cjるところであ、 (c，

!~l-f :の苅訴な手主主bば、限議決 J人三者c')1: ~コ j' 司および，，'1 罰刊にお t ，-(， 感情が重

人じられ、理引がプミiぶてしミることを表 .Cl'ミゐ…厳正[土手5刈ドj"IU、理念のt主

~JIj -Cある J 琉ltの計会学の河見によノ、2、3日引はいかなる社会であろうシも疋

l了りれない社公現象であり、その存ノァには 疋の必ク人目こ合m刊がある，. .r~ に

村会の転換引においては、 g唱のす 1'1(;;首長Jは 1::1言、与:悦象である ðl~:jþは工業化、

都市fこの世尽に作い泥炭ヲるいこのことは I1界的}二信めて背堀約な芝公;-fR._1笠て

ある 7 メ IjプJのルイス・ンエ)- (Lo;;I:;{:' Shpllpyj が治州uぷ川、現
代化ブロィス l土犯罪京およびJIl.牙のf;去に l!fP~ で仕組内な示~1を北 :.C. 、 3:~罪

iょ現代化の最もr，H誓ご最もムー要な代価の 1ゾとな)"C♂いる ilJ' 19S0年目降、

Lいいi什えは閉鎖から院ぬ〈、また目|制経済から市場柱済への転轍 ý~と士、し、 4十

台の，ty~相(本:[ノマ営化 L 、 え化{tj~号、 félli ，ft親の l羊wの激しさ以来曾右であるハこ

うした経済変苧‘主?37転換期tこJつV、て、 jr~.ヲF会てがある税度上昇することは 11 常

在均象とい 'jべd-'c:'あ'1.'T忠心」を保つノ¥交代ある :1: ベ

とこんが実際は、政策日定者:計十久?和投則。〉引桜子 lうr~"~-認詰i し、 'c当日現象

i)) JK.，VJ訂/ 謝利、何来松言。 51~:Wlナ ::1 ，11-t1l: ~ ( I [ :日出版判、 2002干 20(:-只

宅全日c{ lLu:;I，c.;e 1. Shell引!仁rime(111([ .¥-1οdpr!1izati(j)l: The fmt(ldザ II!dHstrt:1 !izatIGJ! 

'11ld Urhωlizal川nrm仁rimc (~\{'i叩CC !lnd lI"fCY1!al川町:1(1山口) 出1よしh~;rn Ltino出

l__Ciiy P了¥，19お1)J 

斗~草津ド 話止F主的犯罪認 Ji ~ .跡公1久専科手校了報?i川ワ午 31河一
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およ T}'その:4.凶を存向的に'，ij:fでさておりに在感ゃ経験によりこれはJしか

たい対市現象 L あるとlB!ííJ~1._、原田を lT:lj't力不月1」乞出純ιじした、こ}した

がj犯の十で、 1乱世には藍い河1]会科むという伝統的理念が、 4<住的にJ行革主

の~~長 l 上さり、考える間もなく結fhf な__; ;"~ : l:~ ベ他方、抗日の機能し効果

系d

への沢当とおtl;'も最"J孜取の好感度を倍i出さ士た3 私見で[立、厳j:ク)，;す重なる

党批はIJtしと政策決，，;..'::.ti'0)厳罰 .:li.討の遅好み ':;:!.Uよし、がらず、政策決三者に

とっては、 ITI]罰はj日.J:抑制のLKも効よ私的な f立であり、このこと子河く析じて

いfーかふであるか〕て、 l中lとと現実の符験:ェ1夕、の救出lを我々( ちたりしf一日

:川罰に取引ノJはあるがその咋i!!1こは限界かある o ;[1]罰は jl.~2J~ を罰 L 、 :三防する

司法主手j:';zとあるが、昨 の手段とはないu また犯罪グ))山、:)~j ~ニ f;)械であるため、

ð~rw 主主主 下訪(かいて11]言'1];) f発作 1_，'1る模台山手は多くの制約がある 長九の

最打開予のX~辛グ】効果から見て、ナrU告すの段目なるむ辺投入 (J十則されたよ平恕l 内

紛県を円み出さなかったiZカりか、反対に、 11リ;'岩とqie)量内 長スパノテル

という長儲却をもたら;たη

出H了L二おける理性小足、しさらに政策決定プロセスの合理性の欠乏にもがれ
ており、政Wi:lt-i:の干狩にWi勺ヲ、 J干分民:(特に専門家)の R 兄を}i， べ葺↓与ず、

また科'了|ドj な目先:iil も ú1:寸、はこんどのJ沿 U~、院直指存者ぴ) 1ツルグ〕 声 じ決

まにしかもNk\二政策:ょ利三々な::~ i:;~ とって主主箆: -彩ヨれる そして、孜前jt~定

プじセスが民主8'0ではな P、まr政策白件の引学也元町、足し、心1-.')lこは *~;j色\.~

::)f L~ '-c (土不当に組鮮されたため、院才JI:i:実施i昌也η二おいて、マ{-fス効来をも

たらしたu イヲ1えば、取Ho)対象が J士1さ、また絶え間な:拡大1[:-)ること、 1]"IJ

事戸ld、におけ。厳罰主義的傾向、主L却を迭さ L(';'るため、まどは古口前に l速

三j 仔fλlよさシぃV~;:1983庁 7 片 19 口に ji:.岐珂?の劉復，~. 型経大pl当時j と

の談話仁お:..'て、 1;111オ吋1-1!午、岩宵事件がιねiご:1Fえ Cぉ:)、 τうしたが、?j{じ
は八七、を得"れな1"ζJもうことに、数守経つわが、こへした注LJ刊がI1えまらない

ところか、世;発u(~ていゐ μ なザだ。上 t ，" ，玉及ザ壊にな J てし i るかつだ九犯

罪符への什撃が献しくなく、涼やかではなく、1'11i'叉元司干す苦るからだ一、 lなぜ

1 I辻、 2;号、 :i J支の)Tr;t~山山己的 lこ以しく打繋 1: :fjじえる\i\i止を主~::.官民! 亡;，:;:~， 'i-ヤ

ないのかの」、 現存;J:~:常事肢であけ、法に主 i)Æ ど主、集中平j に f-J 明子かえ

な'.才しばならなし、。厳し、 L なければ~lU;-~::~むここができない ~T;#JJを起こし

ても拘くも淳、もないよろではへ.L、を作られとぐいJ炉込ベに〔恒H主之「‘殺打ヲ

);~，'，;立与IlÝ:.;人民 j.~'ji-:Z(IOO イ" 1朗参照し

~lìJ、 S8i;;'28t;)24ω
J
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現代'-[1:TIにおけと巾IJ0J政院の経民J変革

< J をi邑求し、佼疑者.1性;11人の権利を軒社ひv てはち!古するなどである
中Iれ](よ+的自年と19訂年にそれぞれ刑事訴lJ、i1、;j'!JiL + i_~Z T Lたu 、のl立I1は
抗2;_欠厳ゴlの最中にrTιれ、丙t主的改正戸可有から凡で、続+10)111詩といえと."

J土正i走の叩IJt訴孜氏lつv ては、「社会治安t 由々しき「斗需を及~，!.-t-犯罪ずの

我1':Jをr主連lこFうr0;';: ~": j:U:j-9る決疋Jの}0存をはっきりこ古定し、改 i:".{妄(7)杭
1 r:二.J:り;μ1決;とはi{&;t.(1:1\; に火;~，ちした J

c2:T印::(fにつし γご;手段打が担起した「重く Jr"部う}[;~に自定 L ている ま人

死可IJ(!l境疋から、 j戸法的各別には 5ヶ条[死ナドd を科 L')る犯罪がJ，7~i品1ためら札

ていたいそのう r)}i革命ilルド刀、Hllut巴あり、 u-illi.!rrJ事Jjtドが13J恒であったc1981 

年の草人戦責遠J式等!jIL計官え:条例会-!]r.ズると、手E!I'J 会科')ゐ犯罪は寸'-m1~"c

，7._の役、く~'l:n r，J7; "JI-;，~呼応して、行法機|去はね次いで特別刑法を嗣d定しあっ1

刑法宍 bこ 1事~桁プこを力11えに。こうし作特リリナfl.訟により死刑を H~ うる犯罪が

33佐増えた〔重複する ti1IQ:~;小円入}ハ子のため、r'I;)、 l~Z11前にはばrHご宇し

つる出は計 711同となッごいたTfUitelcu:. ~.~陪;しては l 判や弐ず減らえず、

太イ4のバランスを「る 'i\~r U、方"1; ぷ J、有IJiJ.、井口:j(土17ヶ条、 6え悩の!日正v号

叱刑を規定した 1 改ι4むと比べて、死刑がd，る罪i土いれまくれ).，1丸少したが、花

川がある)~の分布は :)!μ、」りも拡がっ亡いる o 111;'1、グ)化いまこ札口令~Lrj~ ，

公共cワ伝令に fι7てを加える罪、町民的人身桟-r'f:丑'~ヲる罪に集中 L てむたが、

坦1~a、科目UのlU章のう九、 i先取ゾi: を除くり章にはいずれも化刊を定めと九~~が

める、

次に、 8111州、と)わi-j:f:2WlF号:+11川(1)週日が多い Hμ 千十日における円Illir'J

の凱定(!j任 )Jマピ顎測すると、 法 λ屯=市刑Jのト口辺E刀が， ;]イ 以 !-cのノ千白j期{泣2笠tr役立εある白|リ山JI万刀苅1りJ 
〔但則，慾i洪スf役完 H折W

白白叩，しの7り)士規立丈疋己ハ夕 v ン稔主主 lっJ.:ぴ日白剤'J~見7E(7) {\;'i~ :t文:1;)'の33.3花、 り3.5%を出

ム Cj1 出銘 l位可IJi長野百しとノ作山l況託、 2tìCl4年 479~'481μ

"当持、百i;jJよ:k_If ~ 'f; ~のおJ平を執りと V リピ 1:.;畦戒は 1ヲラ7午日斗(è 1I (乃 11I '---;TI' 

人民主そ荊Q::!fl;法弘正止工7支) ;二|剖ずる~::~既ーで、「現在門市安状況り較しさ、
経済主~~Wの川、況の派以さを与えると、死刑編成しつ条例はやっていなしL 今回の

改llU土、現i-，j:'，.，iがどめるw刊につい」はl息日とじて減{ぅ当ず、主た:t7)-，¥-'じて
いヰい」とJit-く/'-0
日中国刑J、持則的PH;日の境71:パタ シ!止の7笠あも"WIえi.l¥1.，年以トの
有馬懲役、士丘j日滋役または死刑IJ1、113午以上(1)有民伎役ま;!:::(止措j日滋千弘、 '10

ワ
41
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系d

める、み行法各員IJの日由ノドlω規定パク ム/か J凡で、法}iJ刊の":)J品、ひ 以上

。〉有WJ懲役 fもある円よj}刊 f干;WJ慾役と :m;J:'~JJit'¥1';tをg-仁、"(/)況i;::;¥タ ンU:ll種、

市 17，11~あり、それぞれ白IiJ刑の凱疋バター〆拾すiおよび自1':f'J土iノとの総数の

，j()【%、つ:=i(\~らを市めふ、 nl のこ〉から、これまで 賛して中・長黙向山πIJ

(l) )五岩を重視しており、現行法ではこの点がさらこ強化されたことが分かる。

二れらのよ立どは、 'J~質的には断行政策の辺、伴イ1:，(1:表れでJ号令ベ

，、
J 21世紀:南極化政策の復興

刻 J'I 紀~J!I!ス、川 iL~ý:~立の W!，ひ山が円相仁に山王っ亡主ていふその;長、汁IJ

J、の改め nlJ剖 ~IJ!λのJ文書は 1"月においては日新 L い〆!認ではない一日五i; J， r 以

司も、出回σ)守W-Cは刑法の己主fを+'める戸すがよ主絶え心こムな〈、少なく公い
み者五、;市部し、事くのj矛， ，をし、そのうち多〈の背買が199'/干の川法改;、 千三、

ら i は近年的改 1"， 1- おいて実現されている、財差別を例仁寸ると、'~刑法各掛l

におし!と 別注目lを定める託文は剖ヶ条あり、待日IJ全条文の約おおを内めど1，'

た その与ち、制令市ヲを定める条よは20:r条しかなく、 tH坪没収を民める条え

は23ウ走 cあったU 現行;jlJU、グ)持l刊におい C~i ， 財産ド 'J ヰづLめる条文数および

罪のま交はん怖に!日法歩仁田1'1、 61'1 の持止条ll¥ぞ万戸えるこ、現行法においてと了

，，;iJ JIJ を定める条文:，，" 164 ヶ来:;~.6L 、名口IJ全宋 jとの初出\.~令ハそのぺら罰金

jドlを定める条1:(;t >18ぅ条、 i寸志没収を定める条文;土59ゥ条あるハしかも、点

二ボ!の述 fTJ 釘 jlil む拡大~ fl 、 I:jú~ で;よ与引の 4 つの章(以革命グ〉伴、社会 i 義

経汚杖円予え絞f裂する去、財産を伝ざすゐ~y.、ト十;?包理秩苧え妨己ーする主 1 '二分

布L-('"汁じつが、 J克'Uu、ごは 7"':)的措(因不グコ安主，;，::Jl害を力nえる非 公々の

安全iこ仔~を加える罪、相会主義11;J語{(':'h'内え序を被抜する罪、人身格 上己主的

十五和iを侵害する出、日オャを侵害する出、七会管F平和、与を妨害する伴、公務ト行主

領ー i};mí.C)~ i-~) (， .~iJl; 大 X れ土。

死刑は近if.i主ドさヌていゐ七ッ k，-(シ l である )-fc';::iiのよう[、 l~~~~7 平の

't-以 1.(7)イj期懲役、主~~E懲役または死川 J 、 1-- "，〆十以!のイ J' J:!;J慾役または金li期懲

役」、 Ij 年以上品年以下の有朋慾役」、 5年以ト↓n年以下山有問懲役 などじ

めるi=r↑1mJ杭定C')己主改はnJi!:各則条文でう三めるこうじた巳|↑1市!の規定の総数
である

~lìJ、 S8i;;'284)24S ヨ



現代'-[1:TIにおけと巾IJ0J政院の経民J変革

川法改iIでは '-i 占たちのタヒ ;ilJ縮減の tt~手，.が真;実りはされたとはし:えな ν 、。しか

し、 1999年かム今日に去るまご出三れた G件の!刊μ'nfXJ来Jf{"Ci主、必!f';，条ょが

噌えていないことは倍訟できる

JiÎ年の刑，;t'~主判の尖ttから見て、辺自]の i邑月半ば以前ぷリも司~\か;iA仏、し

ている (<<1芸会開 と汁叫に、主主れ和子の;~財誌てが徐λ に上昇してきて v 、る f表

2惑叩

ま手、死刑のi担尽についても、司υ、終i坦は主り慎重なf.i'~反を見ぜる主うになっ

亡き亡しと 則的年、民高ヘ民裁判)ifi ど JU~人民松察院[土台 I"J'(一 死刑第フ梓

事':':'C)問廷審却子長;;(nl;T-C)間拐に|均 jる叫立 を制定し、死刑事{'[̂ -(l)お2審

の4T問問活字持ニ却す'L14士、ZFせたり 2ωι年 lノFf1円より、最，';;:j人民}t.対1ィよ下紋lこ

225主 L てし七死別;:(j叫惨を取り!足す~: ，1もl夕、統 Lて行法ずるこ，c.)なっと。

こうした「もっと~くそうすべき rあっと l 拾 i同は「担j 皮も浮びか!')じようや

く了汗じられた l のであξカ、争、なくとも 恥怖に化;:IJ河日を制限する という

lr~-Jl~ の以 1殻仁 lJ する ~_i;;:;*=1-民間の1至極的な態疫が表れてし、るといえよう J

このほか、司iJ、古;?;:l亡はさりじ1¥1ロな司iJ、!の試みを積極的か行自ー」的に行っ

ていゐれや』えば2()lJ:3:r;::以降、 Jこ京、出京、日e;1: 1、点'1:1こ、 F夕、目、 7T林などの特・

表 1

総~--，ドセ人員にお i;- る口年以トの

有用吉良 1主柴朋~j;í:役死刑の言浪人員ゲ〕比率

19おえ-19~-)~午 :;4.~% 

i99:~-.199í-年 40附同

1998--:':て2 Tω出

:_:::04 iE : 9，04;五

2以尚一" 寸7.:':G%

IH;iiL 「前両人tA、山 lイ-')::--n;:r'--，、「訓!(j11公司法|弘明:哩執行案件旬兄」を iしに作成「

期間

表2

期l問 拾三il主人民における執行猶子三}巨人討の比弁

1909~ ~4 出 94

こω日年 以 53?4

::;;(!l字 ~4 ，71百

三 GQ2-{~:. 1 n出
n¥-:i4 :ポr，，;人lcil、ドポ l作付';;r..:、h中日必作イ ';-~:J 、 司1よef統計」をTc:に作成内
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ll; り'*暦検H-~ß:べでは己\~決R1j;こ起訴約千 f少イn 凡ずる}を実拾している。また

円]μ改正山 内容と Lζ 、~()():~年刀、 ι レパコーj--i ;}、j鴇立が全iつのよ告の宵 e

I打てw試験出lご行われて d土。 l川

こ 7 しアー立制イヒ陀 1 ，1': シ中国社7、的発民、特;社会の刑;~:， $Ú~ (}) :1-己採rぺ土百J五

つながって u、る まず、政指決定与の;I-IJifll吋が理I'LiLに;nJげて動主iiiLたこ初出

年j()!lllヨに出包れた中人中央 l干1.'会 i義の調布のとれた干1.'告の防犯における

者丁の大同組(一却する決定J が「克大さた析しさの来惜」弁いへ刑事可J丈政恭

の実ÔÍJl を提起したこシ:工、 i士気決疋告がjr~罫1'1111 戦略に間接をかえたこ》をえ

映し、いるったしかに同氏[はなお段jí ノJ 引の堅持を:!~出しているが、民政党

がその主判官町内え言にお vミて l立よ誌と敬)〆手のjld拘」グ)JtiJ苧 j:nÛ:JJ主主主 i~::f rち山

L.t.こ ζ(手、政策決定者が、阪ヮTO)効果(:'，~土限思があり、投打たけでは犯~J['を

だににドI!_:! し、主~，j-'さ寸られないこ炉を 1さったことを友，そこで児よさと厳

しさの今世保、 I五引した'[j(IJ)し、こしぺ1JD-1をにるニと(こぶ{

系d

3主r人i討する耐を十うfl?主村1し、できるだf打宵極的法素lS'，~至極的弘表 r蛮パょう

1: L、地万では、集 i的:二重'-':1日以に打撃を力uえ、計会の安定・牧子をが持し

ようと Lたのであふc 中匹。J手主たちは 般に、'#:んさこ践しさの来何という

考ユア7は'1'1" ではnくからめり、立大さと恥L与のt怖のJIIJ'P政策は;法定11村長

殺を十台と[て、二れまーにの慾宗と~，lf{んを結びつける同専攻慌を，~~け継ぎ、沼

紛Ltものとあり、 Iplぞいおける社会主疋の調布の，~:i ~ t 社会の構築ブリセス

において長期的に間r:{'~9 ヘ之さ恭志的HIJ半政芳であると寸7，.ゾ

次に、司法部門グJ!fl;t;ト l 司 ìL;:~早，;;':にも変化が生i.~--:.)つめるυ 長年、川u、機関は
一員て l徒出{な政策執行省J ())fどdlt計五じてきてお;人その刑罰理念;ニ政策

決右手干の立場k古特えの 干正午があり、ドJには上リ貴統的であ )t~ に Lか L こ

方、やはi'J.、;こより

こ払(1、μj法ト左京;1は7rl;;-去出苧の tffiif[，国に行いて、日_t:-，i~L:0{~ く If く泊 .1;$ まり、

むい口止すil、機司，，')も允民の11げがめるJ品I:Jもある J 例えi1'起訴猶:ヘコミコ

ニチ f:ヘi福'Fなどの拍置は司渋概|児が千世Lて試行5日史や繰り 7呈'.てvミ，;;-，

日 20();:;午7日.lOH :こ最高人民主)(';Jサr.最正人又検~;>E~;~ . f:~i'察省・いさ告は台

I~I で.ミコニブイ iγ院 IF.o)奇tJJ}i~R/J実坊の展慌に|羽する洩丸1_~を出 L 、 じ点 e

ヲミ辻、 卜;'~言、 111 点、 μ 蘇、 ijhl:oコ 6 宵 a 巾や最初の口;;t~:紅色とした日立仁川わ去三 l 月

~(J 1 :はさらに コミム二子イ内務トの試験地税大i叫する旭J;WJ寺山L、広

見Lな川7)~2~者 :t1をコミ J.~テイ l!'J~R;正一よ験éjJ; J戒としたA

~lìJ、 S8i;;'28~)24Sの
J
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現代'-[1:TIにおけと巾IJ0J政院の経民J変革

さらに 股;-JT}C;~おけるr:mにうし:ての説ぷおよび存司令にも徐々;変 ilア

生じ」いるυ19弘年に中I(社会科学院;il、学研究IrJiが閣述統計部門と協力し'-， 

死刑州主主についてアンヲート剥土λ行っ r. これは五'f'J"問する最初出大規模

ヨ~T午である 詞 *~:D呆 l 上るし、 i口[持者sn()品名のう士、問%以 が比抗支持をjミ

明した 2003-:'i-1 i J ~，，= :三、新浪制か死刑!の存廃?ついて木 町一で剥念を1;っ

た J 不十ァ;、な統計に。ると 剖:)(日件余りの吉三込みがあ，)、っち約f，]. g弘が師

向として石川'Jイ且会主'JbL 、約 1:\.6% が死万出止 ~t- _1~今し、約 lO. (í%の'1'間択

が、中国の号2 J.IT)~片泌を足立，めて予三刊の岳写去を伏する~: Llャ r17円以上のことから、

J}liU、1:，;:i，: (?)多〈の ?壮大来は依然とし仁死11";がiF当 ;:'J>:;り、しかも必要であ

ると考去こいるが、ん;~~のw汁到にはずれヤ 'TCの転換が見られる 特に注H

に慣する kことは、この変化が打j事犯山数が坤ぐく':ii'で推移し減少Lてし!な v、とい

うi主午の状況;沿い亡生じえことである日ニ乃をイじは切らかに続日むはあるが、

なお則侍むえよツ l 大 ;，~<U)初日、のほ挽:プ n セスにおいて、プ'悼の努力 ~;MtB.c 
Oない伐子;uを*た Lた

):(1のいくリかのいdイム的宅51のほか、何時?的なノ、持〆完の影響も重要な要五ご

ある~二絞午、当際的な死問幡 :-_1室長刀、石市ヲ?じり;願寺子、中国が署 f' .力1:人L

連の内耳人ほ条約も、カな i:rJ;れ岐にお~ .ご'1'1"1の1;-:];~::?: ，'(1に影詩を及ぼナー
ノー

[て L る

品交に;点だけtiH:山Jυておく この問、 '1司の叩J'jJ;j、治l主廷かに進ノエ〕とが、

illJ i主グ);;t:iウ:、町長IJペ'11'，1別的な罪。)犯罪 b 利罰の「定置とし 1う謀本的なレベ;;.では、

う E にお v ミてもなよ3}f1i~ 体系および刑罰引J!えに F人与な交には生じといなν 1]"IJ 

罰的変化的歴史から氾勺、中 l封(!)~~~詐円死刑こ自 UiIT'l ，-'i'心と1 る問主体系{土、

kう取り法つでも j見代初な抗主将系kはいし崎みんい t~ 1' j 猶 iヘ iJz南花氏な〉の

刑罰制度:立、その判定設[上のrnllJt'二，iL門戸、組JっJぴ日斗lをJ;fJll:~がたいラ

他方、出罰v，:系ぉ 4ぴ7刊誌制l長l土刑罰政誌の校 ，，"Cあり、刑罰t主主の刀ギcも

1111折久 1--tu:At!発:!.j';町市J 刑江主ペ 11';玄何」江子~~印}万年 41T参照}

メ)J:l!行刑法におじる執行猶予・似釈放の迫田安汁はあまりにも，:a象的でlI'lis

じが l~ r" ばかりか、執 iJ 猶予。仮釈放の弓J山、紙幣7寸~:_'~í!)措情ヘコ万法なル;っ

しιての具律的規7cを叉主、安務マは執行州7{i・仮釈放話の I~:;d1;;};J. J~.象が

深刻!な阿鼎となっといるつごつしたごとも、 郊の裁判汁!や裁判て了が執わ狩}-:.. 

{反税収り旭/tJ に /i ひ 11担になる '~~:ú となっている r
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紹介

ある。そのため、死刑と白白押lを核心とする刑罰体主、を、どのようにして自由

刑と財州市J資梢州とをともに近視する刑罰体系へと恥換きせるか、日体的な

刑罰制度をどのように拡充・件情寸るかが、中凶C)今総0)刑法改革において重

点的に検討すべき課題であることは疑いなしU
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